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令和元年度第２回日進市食育推進委員会 議事録 

 
 

日    時  令和２年２月２０日（木） 午後２時から午後４時 

場    所  日進市立図書館 ２階会議室 

出  席 者  安達 内美子、加藤 清、小野田 笑子、牧 志帆梨、佐藤 宏子、 

        内山 綾美、田口 菜穂美、福岡 光枝、角野 純子、下野 房子 

欠  席  者  なし 

事  務 局（説明のために出席した職員の職氏名） 

       建設経済部産業振興課 課長補佐 岡田 剛 

       健康福祉部健康課 総括管理栄養士 榊原 裕美 

       こども福祉課こども課 管理栄養専門員 木村 文香 

       教育部学校給食センター 主任 山本 重樹 

       教育部学校教育課 指導係主事 今枝 吉紀 

傍聴の可否  可 

 

傍聴の有無  なし 

 

公開・非公開の状況  公開 

 

次   第  あいさつ 

議 題 

（１）令和元年度事業の進捗報告について 

（２）令和２年度事業計画（案）について 

（３）その他 

配 布 資 料   ・次第 

           ・日進市食育推進委員会名簿 

   ・令和元年度実施（予定）事業一覧 

   ・令和２年度実施予定事業一覧 

   ・第３次日進市食育推進計画 目標値指標対応事業数一覧 

   ※裏面 第３次日進市食育推進計画目標値指標 

  ・食育の啓発品について 
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発 言 者 内容（要旨） 

 開会（午後 2時 00分） 

事 務 局 本日は、欠席委員は無く、出席委員が半数以上となっているので、会議は成立

することを報告する。 

はじめに委員長からあいさつをいただき、その後、議事進行をお願いする。 

委 員 長 （あいさつ） 

委 員 長 議事に入る前に、本日の会議の傍聴の申し出はあるか。 

事 務 局 傍聴の申し出はない。 

委 員 長 それでは、次第に沿って進める。議題（１）「令和元年度事業の進捗状況につ

いて」、事務局から説明をお願いする。 

事 務 局 （各課の担当者から説明） 

委 員 長 ただ今の説明について、意見や質問はあるか。 

委 員 長 質問がないようなので、引き続いて、各委員から、所属する機関・団体の事業

の進捗状況について、説明をお願いする。 

名古屋学芸大学 大学祭で身体測定と食事の見直しをするブースを出展した。また、管理栄養学

部において、さまざまなセミナーを開催した。 

農 業 委 員 会 委員がボランティアで、保育園児を対象にサツマイモやタマネギの収穫体験を

行った。 

商 工 会 市民祭り等で女性部や青年部が飲食ブースを出展し、ご当地グルメ（たません

等）も提供した。 

農 協 親子を対象にした農業体験を行った。 

老 人 ク ラ ブ 月に１回、おしゃべりランチを開催しているが、年に３回ほど外部講師を招い

て食や健康に関する講習会を行った。 

日進生活改善

実行グループ 

地産地消・郷土料理の伝承を目的とした活動をしている。月に１回会員の勉強

会を行い、市民向けには、季節や年間行事に合わせた料理教室などを開催した。

郷土料理の講習会は、子育て世代の女性の参加が増え、参加者がそのまま会員に

登録し、新たに講師となって活躍している。 

Ｐ Ｔ Ａ 児童を対象に、タケノコ掘りや豚汁をふるまった。また、ある学校では、焼き

芋を行うため、サツマイモや落ち葉を、児童が自主的に地域の方にお願いして集

め、清掃活動も合わせて行った。 

委 員 長 ただ今の説明について、意見や質問はあるか。 

質問はないようなので、次の議題に移る。議題（２）「令和２年度事業計画（案）

について」、事務局から説明をお願いする。 

事 務 局 （各課の担当者から説明） 

委 員 長 ただ今の説明について、意見や質問はあるか。 

委 員 小中学校でのリーフレット等の掲示は、個人懇談などの待ち時間や空き時間に

目に留まりやすい場所にするとよい。 

委 員 保育園父母会などの身近な組織を通して、講習会の案内をしていくとよい。乳

幼児期からの味覚の形成を考えると、親世代に食育について知ってもらいたい。 

委 員 家庭にアレルギーをもつ家族がいる場合、食育に関心を持っている人が多い。 

しかし、親子料理教室など参加したくてもアレルギーのある食材を使うか表示

がないため参加申込みまで踏み切れない。使用食材の掲載をしてもらいたい。 

委 員 食材の調理の仕方を変えれば食べやすくなる場合があるため、同じ食材で複数
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発 言 者 内容（要旨） 

の調理方法を提案していきたい。 

委 員 名古屋学芸大学の活動で大学生が作成した食育絵本の読み聞かせを実施して

いるが、作成した食育絵本を図書館などで閲覧できるといい。 

また読み聞かせの団体等と提携すれば、より多くの人に知ってもらえるのでは

ないか。 

委 員 長 市内には食育をテーマに活動する団体がまだ多くあると思われる。さらに広く

活動内容などの情報があるとよい。 

事 務 局 関係機関の食育情報をさらに洗い出し、集約する。 

例）福祉会館、食生活改善推進委員、老人クラブ、農協女性部、商工会女性部・

青年部など。 

委 員 長 事務局は、ただ今の意見を踏まえて、進めるようお願いする。次の議題（３）

その他について、事務局から何かあるか。 

事 務 局 食育の啓発品について、前回の委員会で委員からいただいた意見を参考にし、

若い世代（大学生・２０代の社会人）を対象に、食事をしっかりとることの大切

さを伝えることができるような啓発品をつくり、配布することとした。 

名古屋学芸大学と連携して、おしゃれなコットンバッグを作成し、市内で栄養

学を学ぶ学生（名古屋学芸大学管理栄養学部、愛知学院大学心身科学部）に配布

し、学内の移動や買い物等日常的に使用してもらうことで、啓発を図る。学生自

らが学生等に対し、日進市の食育を啓発する一員として活動してもらう。 

委 員 長 ただ今の説明について、意見や質問はあるか。 

委 員 長 質問はなく、すべての議題が終了したので、進行を事務協にお返しする。 

事 務 局 次回の会議は、５月頃予定する。 

以上で、令和元年度第２回日進市食育推進委員会を終了する。 

 閉会（午後 4時 00分） 

 


